
第14回 DVD視聴とグループディスカッション② すべてのレジュメに目を通し、復習する。

第15回 DVD視聴とグループディスカッション③、総合討論「保育の基本」 すべてのレジュメに目を通し、復習する。

第12回 「遊び」と「学び」について
教科書に目を通し、保育における「遊び」について予習
する。

第13回 DVD視聴とグループディスカッション① すべてのレジュメに目を通し、復習する。

第10回 保育の評価と記録
教科書に目を通し、保育における評価について予習す
る。

第11回 子育て支援と保育内容 教科書に目を通し、子育て支援について予習する。

第８回 保育の形態について 保育形態について調べておく。

第９回 保育の計画 教科書に目を通し、保育計画の種類について予習する。

第６回 保育内容の歴史的変遷① 明治期から昭和期初めの保育内容について調べておく。

第７回 保育内容の歴史的変遷②
第2次世界大戦後から現在までの保育内容について調べて
おく。

保育内容のとらえ方① 幼稚園教育要領に目を通す。

第５回 保育内容のとらえ方②
保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要
領に目を通す。
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保育の内容や保育の方法を総合的にとらえて、保育の理解を深めましょ
う。

実務経験に
関する情報

①経験内容 元幼稚園教諭・小学校教諭

②科目との
関連

幼稚園・小学校教諭としての業務経験をもとに実務に即
した指導を行う

第１回 オリエンテーション、保育の基本及び見方・考え方 教科書に目を通し保育の基本について予習する。

第２回

試験 定期試験を実施する

教科書

平成29年告示　幼稚園教育要領　保育所保育指針　幼保連携型認定こど
も園教育・保育要領　[著者]文部科学省　厚生労働省　内閣府　[出版
社]チャイルド本社
幼稚園教育要領解説　[著者]文部科学省　[出版社]フレーベル館
保育所保育指針解説　[著者]厚生労働省　編　[出版社]フレーベル館
幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説　[著者]文部科学省　厚生
労働省　内閣府　[出版社]フレーベル館
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領域について① 教科書を読み、領域について予習する。

第３回 領域について②（遊びの実践） 教科書を読み、領域について予習する。

第４回

課題等への対応 授業外学修時間

提出されたレポートや記録は、添削後返却する。定期試験は、合格点に達しなかった者は再試験を行う。 30～60分

回数 授業計画 学習課題（予習・復習）

５． 成績評価の方法と割合

授業方法

参考書を使用し、板書しながら講義形式で行う。また、遊びの実践、DVD視聴では事後に全員もしくはグループで
ディスカッションを行う。

◎ ◎ ◎

３． 乳幼児の興味・関心や発達の実情に応じた具体的な指導の仕方を理解する。

４． ○

科目の到達目標

１． 乳幼児期の教育における見方・考え方について理解する。

２． 保育における指導計画や評価の考え方を理解する。

科目の主題 学修成果との関連（大◎、中〇、小△）

乳幼児期の教育は、園生活全体を通して総合的になされるという考え方を理解し、具体的な乳幼児の姿と関連づけ
ながら、環境を構成し実践するために必要な知識・技能を身に付ける。

１．「尽心」
誠実な人柄と

人間力

２．「創造」
高度な知性と

創造力

３．「実践」
明確な意思と

実践力

卒業要件 必修

領域及び保育内容の指導法に関する科目 保育内容の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）
免許・資格

要件
幼稚園教諭必修、保育士必修

学期区分 前期

授業形態 演習

科目 施行規則に定める科目区分又は事項等

対象
学生

幼児教育学科
1年生

単位数 ２

科目
区分

専門教育科目 科目名
保育内容総論

（実務家教員担当科目）
科目
コード

22Y201 担当者 本村　弥寿子


